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佑
店
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県
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屯
ニ
・
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姫
路
市
史
資
料
最
占
ー

第
一
咎

応
弟
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

申

込

先

頒
価
（
各
巻
）

頒
布
場
所

T
E
L
 

T
が
占

明
治
四
年
十
一
月
1

明
治
六
年
三
月

明
治
六
年
三
月
1

七
月

L

明
治
六
年
七
月
1

明
治
七
年
二
月

明
治
七
年
二
月
1

十
二
月

明
治
八
年
（
卜
）

明
治
八
年
（
下
）

明
治
九
年

一
、
五
0
0
円
送
料
・
・
・
一1
9
0
0円

城
内
図
書
館
史
料
整
理
｀

〈
購
読
申
し
込
み
に
つ
い
て
〉

◆
各
巻
の
構
成
と
今
後
の
発
刊
計
画

姫
路
に
文
明
開
化
の
波
が

ー
飾
磨
県
布
達
の
は
た
す
歴
史
的
役
割
ー

姫
路
市
木
町
六
八
ー
・
一
五
八

n

本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
内

城
内
図
書
館
史
料
整
輝

0
七
九
八
九
ー
四
八
八
六

平
成
九
年
度
発
刊
予
｛

、
ー
＇
y
し

I
l

ム
l
l
g
メ
）
十
＇

既
刊

疋

「
飾
磨
県
布
達
」
一
に
続
く
シ
リ
ー
ズ
で
、
原
文
書
を
そ
の
ま
ま
復
刻
し
た
二
巻
・
三
巻
の
同
時
発
刊

で
す
。
『
飾
磨
県
布
達
』
と
は
、
明
治
の
夜
明
け
に
置
か
れ
て
い
た
飾
磨
県
か
ら
県
内
に
発
令
さ
れ
た

布
告
令
達
類
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。
明
治
の
初
期
は
、
本
文
中
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
木
版
刷
り
で
管
内
に
布
逹
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

節
一
巻
は
、
解
説
部
で
地
租
改
正
に
至
る
過
程
を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
布
達
の
項
目
で
は
、
批

界
文
化
造
産
の
姫
路
城
が
廃
城
と
な
ら
ず
残
る
も
と
と
な
っ
た
「
諸
国
存
城
に
つ
き
通
達
」
や
市
町

村
の
行
政
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
「
飾
磨
県
管
内
正
副
戸
長
職
制
」
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

第
三
巻
の
布
達
の
項
目
で
は
、
姫
路
が
宜
都
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
「
鋲
台
条
例
改
訂
」
、
明
治

の
学
制
が
発
布
さ
れ
て
、
各
村
に
多
く
の
小
学
校
が
建
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
贅
金
の
ほ
と
ん
ど
は
村
人

か
ら
の
寄
付
金
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
「
小
学
校
へ
寄
付
金
駆
出
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
解
説
部
で
は
、
飾
磨
県
の
行
政
機
構
の
形
成
過
程
を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。




